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	応用
	抗原情報
	背景
	いくつかのタンパク質は、カルボキシル末端でプレニル化およびメチル化されていることがわかっています。プレニル化は当初、膜接着にのみ重要であると考えられていました。しかし、プレニル化のもう1つの役割は、タンパク質間相互作用における重要性であるようです。哺乳類細胞でプレニル化されることが知られている核タンパク質は、プレラミンAとB型のラミンのみです。プレラミンAは、カルボキシル末端CaaXモチーフのシステイン残基上でファルネシル化およびカルボキシメチル化されています。この翻訳後修飾されたシステイン残基は、プレラミンAがエンドプロテアーゼによって成熟ラミンAに処理される際に除去されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プレニル化されたプレラミンAカルボキシル末端テールドメインに結合します。これは、プレラミンAエンドプロテアーゼ複合体の構成要素である可能性があります。コードされているタンパク質は核内に存在し、部分的に核ラミナと共局在します。 PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:NARFファミリーに属する。,サブユニット:LMNAと相互作用し、ファルネシル化されたC末端ドメインに結合する。,組織特異性:普遍的に存在する。主に骨格筋、心臓、脳に発現する。,
	研究分野
	転写; ドメインファミリー; ジンクフィンガー; 細胞生物学; タンパク質分解/ユビキチン; プロテアソーム/ユビキチン; ユビキチンE3酵素; リングフィンガーE3リガーゼ; エピジェネティクスと核シグナル伝達; 細胞周期; ユビキチンリガーゼ
	画像データ
	

	NARF抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはNARFペプチドでブロッキングされている。
	

	NARF 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

